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リークセンサー電池ボックス

リークセンサー端子

アラームスイッチ

ノーティカムハウジングにはリークセンサーが標準装備されています。万一、ハウジング
内に浸水が発生した場合、音とLEDの発光で知らせます。ご使用前に以下の手順でセンサ
ーの状態を確認してください。
1. 付属のCR2450電池をリアケース内側の電池ボックスにセットして、アラームのスイッチ
を入れます。

2. 電池が正常であれば、LEDが青色に点灯し、5秒後にゆっくりとした点滅を開始します。
（スタンバイモード）
3. センサーの2本のワイヤーを軽く湿らせた綿棒で触ってみてください。アラーム音が鳴
ってLEDが赤く点滅すれば異常ありません。その後、乾いた布などでワイヤー表面を軽
く拭いてください。アラーム音とLED点滅は、拭き取り後も5秒間継続します。

※電池が消耗している場合は、LEDが青色と赤色の交互に点灯します。（セーフモード）
※ただちに電池の交換が必要な場合は、LEDが赤色に点灯します。

リークセンサー

【CR2450電池の着脱方法】
1. 電池を取り付ける際は、先に電池を押さえ爪の下に差し込んでから反対側をはめ込み
ます。

2. 電池を取り外す際は、押さえ爪の反対側の隙間に-(マイナス)の精密ドライバーなどを
差し込んで引き起こします。
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本製品はオプションの『NAバキュームバルブ』の追加装備によって「バキュームリークセン
サー」のフルシステムを組むことができます。バキュームリークセンサーとは、ハウジング
内部を引圧にして真空圧をモニターすることによって、より確実に防水性を確認できるシ
ステムです。ハウジング内部にセットされた「センサー本体(圧力センサーユニット/LEDイ
ンジケーター)」とアクセサリーポートに装填される「バキュームバルブ」の2つのパーツか
ら構成されます。本製品にはセンサー本体が標準装備されています。

対応バキュームバルブ
・NAバキュームバルブM16
・NAバキュームインフレーターバルブM16
・NAバキュームオフセットバルブM16
・NAバキュームオフセットインフレーターバルブM16
※取り付けはハウジングのお預かり作業となります。

バキュームリークセンサー
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1 2
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1.  ポートリリースレバーのセイフティボタンを下側に押します。
2.  ポートリリースレバーを外側に回してロックを解除します。
3.  付属のボディキャップを外します。
4. ハウジングのポート開口部に汚れや異物が付着していないこと、Oリングの溝にゴミなど
が付着していないことを必ず確認してください。

5. ポートとハウジングの取り付け指標を合わせて、ポートをゆっくりと奥まで押し入れます。
6. ポートリリースレバーを起こし、ポートをロックしてください。カチッという音がしてレバ
ーが固定されたことを確認してください。

レンズポートの取り付け方

逆光での撮影時、ポート内のレンズやギアなどの反射がポートのガラスに写り込
む場合があります。その際は写り込みのない位置で撮影してください。
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ノーティカムA7ハウジングは、ご購入時に選択いただいたコネクタータイプにより、2通り
の外部ストロボ接続方法があります。

■オプティカルシンクロコネクタータイプ（標準仕様）
カメラ本体の信号に連動したLEDランプの発光をコマンダーとして、光ファイバーで接続し
た外部ストロボを発光させます。

■ニコノスシンクロコネクタータイプ（オプション）
カメラ本体のホットシューにシンクロコネクターを接続します。外部ストロボの種類によっ
てはシャッターが切れなくなったり発光しないものがありますので、事前にご確認ください。

ストロボについて

ストロボシステムの接続

外部ストロボはTTLオート調光しません。外部オート調光機能付きストロボやマ
ニュアル調光にてご使用ください。



ノーティカムハウジングにはピックアップファインダーが標準装備されています。下記の手順
で簡単に交換が可能です。
【ピックアップファインダーの取り外し方】
1. ファインダーのハウジング接続部の切り欠きを利用して、リアケースの内側から保持用Ｏ
リングを外します。（図1）
2. ハウジング内側からファインダーを軽く押します。（図2）
【ピックアップファインダーの取り付け方】
1.背面ウインドウ部のファインダー取付穴にファインダーを挿し込みます。（図3）
2.リアケースの外側からピックアップファインダーを押し込み、いっぱいまで挿し込みます。
（図4）
3. リアケースの内側から保持用Ｏリングをはめ込みます。

●ファインダー右上部に『VF/LCD切替レバー』に連動したスクリーンがありますの
で、作業によって破損させないようご注意ください。

●ファインダーに取り付けるOリングは、取付前に必ずグリスアップを行ってくださ
い。ファインダー保持用Oリングは、グリスアップしないでください。

●ファインダー交換の際は、OリングやOリングの溝、Oリングの当たり面にゴミや傷
がないか必ず確認してください。

●ファインダーを外した状態のまま、絶対に水中で使用しないでください。
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図1 図2

図3 図4

ファインダーの交換
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●Oリングを外す際は、絶対に金属製の鋭利なもの(はさみの先端、釘、ナイフなど)を
使わないでください。

●Oリングに砂やゴミが付着している場合は、水で洗い流してからグリスを塗ってくだ
さい。

●Oリンググリスが多すぎると、かえってゴミが付きやすくなり、浸水の原因となること
がありますのでご注意ください。

●Oリング面に小さな傷やひび割れなどがある場合は、絶対に使用せず、すぐにスペ
アのOリングに交換してください。  

●Oリングを溝にはめる際、Oリングがねじれたり、はみだしたりしないように注意して
ください。

●ノーティカム純正以外のOリンググリスを使用すると、Oリングが膨張し防水性能を
損ないます。

お客様ご自身でメンテナンスや交換が可能なOリングは開閉部とレンズポートの2本です。
OリングやOリング溝のチェック、グリスアップなどは、ハウジング開閉時／ポート交換時に
毎回行ってください。
1. 付属のOリングリムーバーを使ってOリングを溝から外します。
2. 付属のOリンググリスを指先に少量取り、全体に薄くのばしていきます。その際、Oリング
を強く引っ張らないでください。
3. 指先が引っかかる場合はゴミや塩分の付着があると思われます。Oリングに傷をつけな
いよう丁寧に異物を取り除きます。
4.Oリング溝およびOリング接触面もゴミや髪の毛などが付着していないか必ず確認し、
綿棒などを利用してきれいに清掃します。
5. Oリングを元の場所に戻します。

メンテナンス

Oリングのメンテナンス
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毎回ダイビング前に以下の浸水チェックすることをおすすめします。
1. ハウジングを水をはった洗い桶や洗面器等に3秒/30秒/3分間、水平を保ったまま浸し
ます。
2. それぞれのテストにて万一、本体のリークセンサーが点滅した場合、すぐに水から出し
てご使用を中止し、再度Oリングを確認してください。

1. 海水で使用した後は、真水を溜めた洗い桶などにおよそ10~20分程度、ハウジングを浸
します。その際、各ボタンやダイヤル、レバーなどを数回動かして間にたまった塩分を洗
い流します。
2.真水から上げたら、弱い流水で洗います。強い水流を一定方向から当てると浸水の原因
となるので、絶対に行わないでください。
3. 水洗い後は、乾いた柔らかい布などで水気をよく拭き取ります。 
4. 必ずご自宅に戻ってからのお手入れも実施してください。後のトラブルにつながるおそ
れがありますので、現地での塩抜きのみでメンテナンスを終了させないでください。
5. 長期間使用しない時は、Oリングに付属のOリンググリスを薄く塗ってから保管します。
6.Oリングは1年毎に交換してください。また、ご使用頻度により2、3年に1度のオーバー
ホールをおすすめします。

ダイビング前のチェック

使用後のメンテナンス

●洗い桶などに浸している時には、絶対にハウジングの開閉やポートの取り外しはしな
いでください。

●海水で使用後、そのまま放置すると細かい隙間に塩分が残り、それが乾燥すると結晶
となり水に溶けなくなってしまいます。結晶化した塩分はOリングを押し上げ、浸水の
原因になります。

●水洗い後はハウジングの接合部に水滴が残っています。小さなパーツの間までよく拭
いて、ハウジングを開けた際にカメラ本体に水滴が垂れないようご注意ください。

●直射日光による乾燥や、ドライヤーやストーブによる乾燥は、故障や変形、破損の原因
となりますので絶対に行わないでください。

●ハウジングをシンナー、ガソリン、ベンジンなどの揮発性有機溶剤、化学洗浄剤などで
のクリーニングは絶対にしないでください。

別売の『FIXメンテナンスキット』をご使用いただくと、機材のメンテナンスを効果
的に実施することができます。

NOTE



保証書

購入日

品名

品番

製造番号

販売店名

お名前

ご住所　　〒

TEL

年　　　月　　　日から1年間

SONY α7/α7R／α7S対応防水ハウジング

NA A7

＊必ず販売店名印を押して下さい。

「販売店名印」「購入日」の記入をご確認ください。
記入無き場合は無効となりますので、直ちにお買い上げ店までお申し出ください。
本書は再発行致しませんので、紛失しないよう大切に保存してください。

株式会社フィッシュアイ 〒171-0052  東京都豊島区南長崎5-29-7  TEL:03-5996-5637   FAX:03-5996-7202

www.fisheye-jp.com E-mail:info@fisheye-jp.com

03-5988-0191 cs@fisheye-jp.comフィッシュアイカスタマーサービス
ご購入後のメンテナンス・修理等は株式会社フィッシュアイにて承ります

保証規定
当社は、取扱説明書の注意事項にしたがったお取り扱いにより本製品が万一故障した場合、お買い上げ日から満一年間無料修理をいたしま
す。浸水等によりご使用のデジタルカメラに損害が生じた場合、いかなる理由でも、デジタルカメラ本体に対する補償はございません。ご使用
になるカメラ本体には「保険」をおかけいただくなど、ご使用者ご自身での対処をお願いいたします。また、本製品の故障に起因する付随的損
害(ダイビングや撮影に要した旅行費用等の諸費用、及び撮影により得られる利益の喪失など)については補償しかねます。また、保証期間の内
外によらず修理時の運賃、諸掛かりはお客様においてご負担をお願いいたします。
保証期間内でも次のような場合には有料修理になります。
1. 使用上の誤り (取扱説明書の取扱上の注意事項等以外の誤操作等) により生じた故障。
2. 当社以外で行われた修理、改造、分解等による故障。
3. お買い上げ後の輸送、落下、衝撃等による故障及び損傷。
4. 火災・地震・水害・落雷その他の天災地変、公害による故障及び損傷。
5. 保管上の不備 ( 高温、多湿の場所、有害薬品のある場所での保管) や手入れの不備等による故障。
6. 砂・泥・水かぶり等が原因で発生した故障。
7. 保証書のご提示がない場合、または保証書の記載事項を訂正された場合。
＊本製品の故障に起因する付属的障害（撮影に要した諸費用や逸失利益等）については補償いたしかねます。
保守パーツは製造打ち切り後、5年間在庫しております。
また、当製品にはボタンやスイッチ部分にOリング等消耗品が使われております。2年ごと、もしくは長期間ご使用になられなかった場合、オー
バーホール（有償）をおすすめします。


